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①5期
②顧問（監査担当）
③環境経済常任委員会
　社会福祉審議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市下川俣町
　TEL. 028－661－7343
　FAX. 028－661－7343
⑤a.komaba@mx10.ttcn.ne.jp

駒 場 昭 夫
 こま ば あき お

①１期　②会計担当
③子ども教育常任委員会
　議会運営委員会
　宇都宮市議会DX推進プロジェクトチーム
　農業振興対策審議会
　中央卸売市場運営協議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市大塚町
　TEL．028－348－2590
　FAX．028－348－2590
⑤ookubo.junya@icloud.com

大久保 順也
 おお く ぼ じゅん や

①2期　②政調会長（経理責任者）
③厚生常任委員会【委員長】
　宇都宮市議会DX推進
　プロジェクトチーム【副リーダー】
　都市計画審議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市錦3丁目
　TEL. 028－624－2834
　FAX. 028－624－2834
⑤takahashi-hideki@ahwu.or.jp

高 橋 英 樹
 たか はし ひで き

①１期
②企画担当（ＨＰ管理者）
③子ども教育常任委員会
　広報広聴委員会
　国民健康保険運営協議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市清原台１丁目
　TEL．090－4615－0300
　FAX．028－667－0830
⑤berami2001tokyohai@icloud.com

佐 藤 孝 明
 さ とう たか あき

①１期
②総務担当（広報担当）
③建設常任委員会
　広報広聴委員会【副委員長】
　後期高齢者医療広域連合議会議員
　環境審議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市東塙田１丁目
　TEL．090－4599－7844
⑤saki.yokosuka@gmail.com

横須賀 咲紀
 よこ す か さ き

①3期　②幹事長
③建設常任委員会【副委員長】
　議会運営委員会【副委員長】
　交通安全審議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市高砂町
　TEL. 028－653－5151
　FAX. 028－666－0082
⑤info@hide-nakatsuka.com
⑥http://hide-nakatsuka.com

中 塚 英 範
 なか つか ひで のり

①5期
②副会長
③厚生常任委員会
　廃棄物減量等推進審議会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市平出町
　TEL. 028－661－2485
　FAX. 050－3488－0510
⑤gohma5555@gmail.com
⑥http://www.dream-works.cc/gohma/

郷 間 康 久
 ごう ま やす ひさ

①5期
②会長
③総務常任委員会
　子どもの家の運営に関する懇談会
　総合計画調査特別委員会
④宇都宮市六道町
　TEL. 028－636－2582
　FAX. 028－636－2559
⑤info@f-chie.jp
⑥https://www.f-chie.jp

福 田 智 恵
 ふく だ ち え

https://u-shimin.jp/https://www.city.utsunomiya.lg.jp/gikai/宇都宮市議会ホームページ 市民連合ホームページ

議会報告

　報告3件、議案25件（人事案3件、予算案4件、
条例案8件、その他の事件議決案10件）と議
員提出議案5件、陳情5件が審議されました。

人 事 案
●宇都宮市教育委員会委員の任命 ･･･････可決
●宇都宮市公平委員会委員の選任 ･･･････可決
● 宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任
　 ･･････････････････････････････････････可決

予算関係
● 令和8年度一般会計補正予算（第2号）
補正額：3億5,159万2千円増額、補正後の額：
2,482億6,001万6千円 ･･････････････････可決
 【内容】法人市民税等の還付金の増、東の杜
公園外周擁壁築造工事における事業費の変
更、令和8年6月に発生したクマ出没時の対応
の検証を踏まえた安全対策の実施、旧篠原家
住宅耐震工事における事業費の変更などに伴
う追加計上。
● 宇都宮市介護保険特別会計補正予算（第1号）

ほか特別会計2件 ･････････････････････可決

条例案、その他の事件議決案
● 宇都宮市個人番号カードに関する条例の制定
　 ･･････････････････････････････････････可決

【内容】地域住民の利便性向上に資するものと
して、高齢者外出支援事業・高齢者運転免許証
自主返納促進事業で付与する福祉ポイントをタ
クシーについても利用できるよう規定するもの。
● 宇都宮市特別用途地区建築制限緩和条例の

一部改正･･･････････････････････････可決
【内容】栃木県が栃木県体育館跡地に「文化と

知」の創造拠点として、美術館、図書館及び
文書館を再整備するに当たり、当該地区を特
別用途地区として都市計画決定し、引き続き
良好な住環境が確保できるよう建築物の敷地
等を制限した上で、建築制限を緩和するもの。
●工事請負契約の締結について（2件） ･･･可決

【内容】雀宮南小学校屋内運動場長寿命化改
修工事、南消防署改築に伴う造成工事に係る
請負契約を締結するもの。
●ほか、条例案6件、その他の事件議決案8件
　 ･･････････････････････････････････････可決

議員提出議案
● 宇都宮市議会における女性議員の活動環境

に関する決議 ･････････････････････････可決
【内容】女性議員を含むすべての議員が、それ
ぞれの立場や考えに基づき意見を表明し、議
会活動を行うことができる環境にある。今後
も品格を重んじ、互いの人格と意思を尊重し
ながら議会活動に努めていくことを、改めて
明らかにするもの。
※ この議員案に反対する討論の中に一部問題
発言があったため、当会派を含む5会派が懲
罰動議を提出し可決された。

●ほか4件 ･･････････････････････････････可決

陳　情
● 野鳥等への不適切な給餌行為への防止ルール

制定および広報啓発を求める陳情
　 ･･･････････････････････････不採択（市民連合採択）

【会派意見】カラス・ハト・ムクドリ・サギなどの
鳥による臭いや騒音被害に対して、市HPで防
除方法が周知されているが、更なる周知啓発が
必要である。深刻な問題になりつつあるものの、
市民だけで対処することは難しく、何らかの対
処方法が必要であると考え、採択を主張した。
●その他、陳情4件 ･････継続審査1件、不採択3件

【一般会計・特別会計決算審査特別委員会】
令和7年度の決算（一般会計）の状況

歳入（収入）
2,537億円余

（前年度比110億円余増）

歳出（支出）
2,446億円余

（前年度比81億円余増）

差引額
90億円余

【主な理由】
個人市民税の増加、固定資産税
の増加、令和6年度の定額減税
実施による個人市民税の減収
分を補填するための地方特例
交付金の一時的な増加 など

【主な理由】
民生費・商工費・土木費・教
育費の増加、総務費・衛生費
の減少 など

【内　訳】
◆45億円余： 翌年度に繰り越す財源
◆45億円余： 実質的な収支（黒字）

 決算そのものは黒字。ただし、
前年度と比べた実質的な財政
状況は赤字。

　歳入については、市税が前年
度比6.0％増となり、製造業等
の設備投資に伴う固定資産税の
増などにより、自主財源の確保

につながった。一方、市債残高は目標の1,000
億円を上回り1,448億円余、財政調整基金は
目標100億円に対して74億円余となってい
る。また、前年度からの収支の変化を見る「実
質単年度収支」は4年連続の赤字で、令和7年
度はマイナス45億8,000万円余となっている。
今後は財政の柔軟性を確保し、持続可能な財
政運営に努めることを求めた。
　歳出については、バスの上限運賃制度や乗継
割引が定着し利用促進が図られていることや、
庁内へのクラウドサービス導入による行政DX
の推進、みやSOIPにおけるプロスポーツチーム
との協働など、新たな取組が進められた。また、
EVの購入補助が増加しており、脱炭素化に向け
た制度が浸透してきたものと評価している。ま

た医療体制の充実として、夜間休日救急診療所
における県との連携による駐車場の活用や人員
増など、混雑対策を講じ、市民が必要な医療を
受けられる体制の確保に努めたことを確認した。
　今後は、健康寿命を延ばす取組を進めると
ともに、女性が社会参画できる環境づくりや
切れ目のない支援体制の構築、防災・減災分
野については、個別避難計画や地域との連携
強化を求めた。さらには、教育現場における
職員の心の健康づくりと早期の相談体制の構
築により、休職や退職防止、学校現場の負担
軽減に取り組むことを要望した。
　今後、物価高騰や人口減少などにより、行
政を取り巻く環境は一層厳しくなることが予
想される。中小企業の稼ぐ力を後押しすると
ともに、各施策の成果や費用対効果を検証し、
選択と集中による持続可能な行政運営を求め、
令和７年度一般会計及び特別会計決算につい
ては、認定とした。

●水道事業・下水道事業
　料金収入の減少、施設・管路の
老朽化、物価高騰など、事業を取
り巻く環境は厳しさを増している。

　水道事業においては、老朽化した管路の更
新や施設の耐震化など、安定した水道水を供
給するための取組が進められている。一方、
料金回収率が97.43％となるなど、経営面に
おける課題も確認した。さらに、老朽化更新
事業の財源の約9割を企業債に依存している
ことから、持続可能な経営基盤の構築に努め
ることを要望した。また、下水道事業では、消
化ガス発電による環境負荷の低減と新たな収
入の確保、実践型研修施設の整備による技術
力の向上への取組を評価した。
　令和8年度10月の水道料金の改定により、
市民の皆様に新たな負担をお願いするからこ
そ、確保した財源を老朽化対策や災害への備
え、人材育成などに着実に活用し、その成果
を分かりやすく示すことが重要である。市民

の理解と信頼を得ながら、持続可能な上下水
道事業の運営に努めていくことを要望し、決
算の認定及び余剰金の処分を可とした。
●中央卸売市場事業
　青果部・水産部ともに取扱金額が減少してい
ることから、市場内業者の経営基盤の強化や、
さらなる消費拡大に向けた取組が必要である。
　卸売・仲卸売業者に対し、公認会計士等の
専門家を活用した経営指導を実施しており、
基盤の安定化に寄与しているものと評価した。
今後も、それぞれの事業者が抱える課題を的
確にとらえ、きめ細やかな経営支援を継続し
ていただくことを要望した。
　賑わいエリアの開業により、市場ならでは
の新鮮な生鮮食品を、市民が日常的に購入で
きる環境が整った。今後は、市場をより身近
に感じ、魅力を知ることのできる企画を充実
させるなど、市場の認知度向上と消費拡大に
つながる取組を進めることを要望し、決算の
認定については可とした。

令和7年度決算の概要

宇都宮市議会宇都宮市議会 定例会
第3回議会報告 令和8年

【 企 業 会 計 決 算 審 査 特 別 委 員 会 】

決算審査
の結果

企業会計
決算審査
の結果

活動報告 先進都市調査研究 令和８年８月3日●月・4日●火・5日●水

魚ん町＋
子ども家庭支援センター、里親支援
センター、若者総合相談センター アーバンサイクルパークス広島
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